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「
ト
イ
レ
パ
ニ
ッ
ク
」
対
策

医
療
者
か
ら
声
を
上
げ
て

り
返
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
普
及
や
、

災
害
用
ト
イ
レ
の
開
発
、
ト
イ
レ
車
の
開
発
な

ど
個
別
に
は
進
ん
で
は
い
る
。
し
か
し
仕
様
や

安
全
性
な
ど
の
核
と
な
る
部
分
の
情
報
共
有
が

で
き
て
い
な
い
。
市
町
村
や
企
業
な
ど
の
動
き

が
バ
ラ
バ
ラ
で
、
震
災
の
た
び
に
ド
タ
バ
タ
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
加
藤
氏
は
、

避
難
所
や
家
庭
で
簡
易
ト
イ
レ
（
既
設
の
便
座

に
袋
を
入
れ
て
、
凝
固
剤
で
固
め
る
タ
イ
プ
）

を
一
日
４
回
、
３
日
分
を
人
数
分
備
蓄
す
る
こ

と
を
推
奨
し
た
。
ヒ
ト
は
だ
い
た
い
３
～
４
時

間
で
も
よ
お
す
こ
と
が
多
く
、
か
つ
排
泄
物
の

上
に
排
泄
で
き
な
い
人
が
多
い
。
一
回
ご
と
に

処
理
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
。
こ
れ
を
一
般
常

識
と
し
て
徹
底
す
る
こ
と
で
、
ト
イ
レ
問
題
の

初
動
は
か
な
り
の
部
分
が
解
決
す
る
。
実
に
い

い
こ
と
を
聞
い
た
。

加
藤
氏
は
医
療
者
か
ら
ト
イ
レ
の
問
題
提
起

を
ど
し
ど
し
し
て
ほ
し
い
。
医
療
者
目
線
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
だ
と
述
べ
て
い
た
。
移

動
ト
イ
レ
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
も
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。
き
わ
め
て
実
践
的

で
た
め
に
な
る
講
演
会
で
あ
っ
た
。

【
西
宮
市･

半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

〈
参
加
し
た
市
民
か
ら
の
感
想
〉

・
「
も
っ
と
使
用
す
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

ト
イ
レ
を
製
作
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
」

・
「
多
く
の
方
々
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
。
い
ろ
ん
な
地
区
で
企
画
し
て
欲
し
い
」

・
「
避
難
す
る
事
態
で
ト
イ
レ
は
み
ん
な
が
直

面
す
る
課
題
だ
が
、
恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
、
大

き
な
声
で
は
言
い
に
く
い
問
題
だ
と
思
う
。
こ

の
よ
う
な
お
話
を
聞
く
機
会
を
得
る
こ
と
、
行

政
に
動
い
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
と

思
っ
た
」

芦西
屋宮

第
45
回
支
部
総
会
・
記
念
講
演
会
（
感
想
文
）

西
宮･

芦
屋
支
部
は
10
月
18
日
（
土
）
、
西
宮

市
プ
レ
ラ
ホ
ー
ル
に
て
第
45
回
と
な
る
支
部
総
会

を
開
催
。
記
念
講
演
と
し
て
、
日
本
ト
イ
レ
研
究

所
代
表
理
事
の
加
藤
篤
先
生
を
講
師
に
市
民
公
開

講
演
会
「
災
害
時
に
も
安
心
で
き
る
ト
イ
レ
環
境

づ
く
り
～
ト
イ
レ
で
困
る
人
を
減
ら
す
た
め
に
～
」

を
開
催
。
会
員
・
市
民
ら
50
人
が
参
加
し
た
。

司
会
を
務
め
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
の
半
田
伸

夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

小
雨
交
じ
り
の
10
月
18
日
土
曜
日
、
標
記
市
民

公
開
講
演
会
に
参
加
し
た
。
講
師
は
日
本
ト
イ
レ

研
究
所
、
代
表
理
事
で
あ
る
、
加
藤
篤
氏
で
あ
る
。

加
藤
氏
は
１
９
７
２
年
愛
知
県
の
お
生
ま
れ
で
、

１
９
９
６
年
芝
浦
工
業
大
学
を
卒
業
さ
れ
、
都
市

建
築
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
な

か
で
建
物
の
中
で
、
必
要
不
可
欠
の
最
小
単
位
で

あ
る
ト
イ
レ
に
興
味
を
持
ち
、
ト
イ
レ
と
、
排
泄

に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
し
よ
う
と
考
え
日
本
ト

イ
レ
研
究
所
を
立
ち
上
げ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

私
は
、
災
害
時
人
々
が
最
も
困
っ
て
い
る
こ
と

が
、
水
と
ト
イ
レ
で
あ
り
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
を
調
べ
る
中
で
、
加

藤
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
30
年
経
っ
て
、
ト
イ
レ
問
題
が
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
と
、
加
藤
さ
ん
の
話
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
。
結
果
は
ど
う
だ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と

に
、
移
動
式
簡
易
ト
イ
レ
が
災
害
現
場
に
届
く
ま

で
、
最
低
３
日
、
へ
た
を
す
れ
ば
１
か
月
か
か
る
。

そ
の
現
状
は
30
年
経
っ
て
も
あ
ま
り
進
展
が
見
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
避
難
所
の
ト
イ
レ
汚
染
の
問
題

は
、
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
で
も
同
じ
こ
と
が
繰

災
害
時
に
も
安
心
で
き
る
ト
イ
レ
環
境
づ
く
り
～
ト
イ
レ
で
困
る
人
を
減
ら
す
た
め
に
～

西
宮
・
芦
屋
支
部

新
年
度
役
員
一
覧
（
敬
称
略
）

（
支
部
長
）法
貴

憲

（
副
支
部
長
）

伊
賀

幹
二
、
加
藤

隆
久

林
田

英
隆
、
半
田

伸
夫

広
川

恵
一
、
村
上

博

（
世
話
人
）

多
田

梢
、
上
田

進
久

坂
尾

将
幸
、
土
山

雅
人

林

功
、
宮
﨑

睦
雄

藤
森

隆
史
、
岩
下

敬
正

川
野

悦
司
、
北
垣

幸
央

川
﨑

史
寛
、
前
田

信
証

三
浦

一
樹
、
森

博
雄

安
岡

眞
奈
美
、
佐
々
木

健
陽

（
相
談
役
）

北
井

明
、
法
西

浩

（
評
議
員
）

上
田

進
久
、
坂
尾

将
幸

土
山

雅
人
、
林

功

宮
﨑

睦
雄

［
歯
科
］
藤
森

隆
史
、
加
藤

茂
芳

（
予
備
評
議
員
）

岩
下

敬
正
、
川
野

悦
司

北
垣

幸
央
、
川
﨑

史
寛

前
田

信
証
、
三
浦

一
樹

森

博
雄
、
浦

克
明
（
新
）

［
歯
科
］
小
田

泰
史

総
会
議
事
に
は
６
人
が
参
加
し
、
２
０
２

４
年
度
の
会
務
報
告
、
２
０
２
５
年
度
の
活

動
方
針
案
を
採
択
。
ま
た
、
次
年
度
の
役
員

（
左
記
）
を
選
出
し
た
。

総会議事では2024年度の支部の取り組みを

振り返えるとともに2025年度活動方針が

確認された

加藤篤さんが震災時の

「トイレパニック」について解説

医療・介護分野の従事者をはじめ市民ら50人が参加した

発 行

兵
庫
県
保
険
医
協
会

西
宮･

芦
屋
支
部

〒
６
６
２
ー
０
８
３
２

兵
庫
県
西
宮
市
甲
風
園
１
丁
目
１−

５

法
貴
ビ
ル
２
Ｆ

法
貴
皮
膚
科
内

兵
庫
県
保
険
医
協
会

０
７
８
（
３
９
３
）
１
８
０
１
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
24
日
（
金
）
に

西
宮
プ
レ
ラ
西
宮
練
習
室
で
世
話
人
会
を
開

催
。
４
人
が
参
加
し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
医
薬
品
供
給
不
足
問
題
に
つ
い
て

・
保
険
証
廃
止･
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
10
・

30
）

②
被
災
地
交
流

物
品
／
物
産
展
（
11
・
８
）

③
エ
ー
ザ
イ
ジ
ャ
パ
ン

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、

エ
ー
ザ
イ
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
担
当
者
と
の
面
談

（
2
回
目
）
（

11
・
27
）

④
市
民
講
演
会
（
日
本
ク
ル
ド
文
化
協
会

ワ
ッ
ク
ス
・
チ
ョ
ー
ラ
ク
氏
）
（
12
・
６
）

⑤
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
12
・
14
）

⑥
支
部
忘
年
会
（
12
・
27
）

⑦
「
日
本
の
青
空
」
映
画
上
映
会

【
Ⅲ
．
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
26
）
（
半

田
先
生
・
広
川
先
生
・
法
西
先
生
発
表
）

②
第
１
０
６
回
評
議
員
会
（
11
・
16
）

③
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
11
・
23
）

【
Ⅳ
．
報
告
】

①
市
民
講
演
会
（
丸
山
美
和
氏
）
（
９
・
20
）

②
支
部
総
会
・
記
念
講
演
（
10
・
18
）

③
エ
ー
ザ
イ
ジ
ャ
パ
ン

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
、

エ
ー
ザ
イ
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
担
当
者
と
の
面
談

（
10
・
29
）

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
11
月
28
日
（
金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
支
部

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
部
／
西
宮･

芦
屋
支
部

市
民
公
開
講
演
会
（
感
想
文
）

報
告

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
現
在
と
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

被
害
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
関
心
失
わ
な
い
で

さ
ん
で
あ
る
。
毎
年
一
時
帰
国
さ
れ
て
お
り
、

昨
年
も
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

戦
争
が
長
引
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
避
難
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民
の
数
も
増
え
る
に
従
い
、

両
国
市
民
の
間
に
は
徐
々
に
軋
轢
が
生
じ
て
き

て
い
る
。
ひ
ど
い
と
き
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ヘ
イ

ト
運
動
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。
学
校
で
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
差
別
、
い
じ
め
、
言
葉
の
壁
な

ど
、
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
、
危
険
を
承
知

で
帰
国
す
る
人
も
多
い
。

丸
山
さ
ん
は
、
そ
ん
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状

を
見
る
べ
く
キ
エ
フ
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
滞

在
し
た
ホ
テ
ル
の
す
ぐ
近
く
で
ロ
シ
ア
の
ド
ロ
ー

ン
攻
撃
を
経
験
し
た
。
当
初
状
況
が
理
解
で
き

な
か
っ
た
が
、
分
か
っ
た
と
た
ん
に
震
え
が
と

ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
恐
怖
を
覚
え
た
と
い
う
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
も
兵
士
の
確
保
に
困
窮
し
て

い
て
、
路
上
を
歩
い
て
い
る
男
性
が
Ｔ
Ｃ
Ｋ
と

い
う
機
関
に
拉
致
さ
れ
、
簡
単
な
訓
練
で
前
線

に
兵
士
と
し
て
送
り
込
ま
れ
、
遺
骨
と
な
っ
て

帰
っ
て
く
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
と
い
う
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
内
部
で
も
右
派
の
大
統
領
が
選
任
さ
れ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
と
距
離
を
置
こ
う
と
す
る
動

き
も
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
側
の
正
当
性
を
理
解
す

る
人
も
い
る
が
、
丸
山
さ
ん
は
す
べ
て
ロ
シ
ア

協
会
国
際
部
と
西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
20
日
、

協
会
会
議
室
に
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
在
住
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
で
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
丸
山
美
和
さ
ん
を
講

師
に
市
民
講
演
会
「
報
告

ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災
市
民

の
現
在
と
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を
開
催
。
会

員
・
医
師
ら
27
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め

た
半
田
伸
夫
先
生
の
感
想
を
掲
載
す
る
。

２
０
２
５
年
９
月
20
日
、
お
彼
岸
前
だ
と
言

う
の
に
ま
だ
暑
い
土
曜
日
に
、
上
記
市
民
公
開

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
在

住
で
、
国
立
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
大
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
と
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
、

自
身
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
難
民
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
丸
山
美
和

に
よ
る
情
報
操
作
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
注
意
し

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
た
。

彼
女
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品

を
展
示
販
売
し
、
そ
の
全
額
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
被
災

市
民
援
助
活
動
に
寄
付
し
て
い
る
。
私
も
美
し
い

絵
葉
書
を
何
点
か
買
い
求
め
た
。

日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
支
援
を

す
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
能
登
の
被
災
地
支
援
に
も
っ

と
資
金
援
助
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
。
そ
の
こ

と
に
異
論
は
な
い
が
、
日
本
も
国
際
社
会
の
一
員

で
あ
り
、
正
し
い
情
報
を
得
る
機
会
は
極
め
て
大

事
な
こ
と
だ
。
そ
ん
な
機
会
を
摘
み
取
っ
て
は
い

け
な
い
。
今
回
の
講
演
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
だ

と
感
じ
た
。
【
西
宮
市･

半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

協
会
西
宮･

芦
屋
支
部
は
11
月
8
日
（
土
）
、
広

川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
18
回
目
と
な
る
被
災
地
交

流
／
物
品
・
物
産
展
を
開
催
。
恒
例
の
気
仙
沼
市

の
「
か
け
あ
し
の
会
」
か
ら
新
品
種
の
ぶ
ど
う
「
マ

ス
カ
・
サ
ー
テ
ィ
ー
ン
」
や
り
ん
ご
「
シ
ナ
ノ
・
ゴ
ー

ル
ド
」
と
い
っ
た
果
物
を
中
心
に
東
北
の
物
産
品

が
販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
能
登
半
島
地
震
被
災
者
の

方
々
が
使
わ
な
く
な
っ
た
漁
網
を
編
ん
で
作
っ

た
サ
コ
ッ
シ
ュ
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ

り
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
避
難
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
な
ど
を
販
売
し
た
。
ま

た
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
問
題
や
被
災
地
訪
問

な
ど
の
協
会
の
取
り
組
み
や
、
福
島
第
一
原
発
周

辺
で
の
量
線
率
測
定
の
記
録
、
戦
時
下
で
の
ガ
ザ

に
住
む
女
子
学
生
と
母
親
の
日
記
、
川
口
・
蕨
の

ク
ル
ド
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
展
示
。

地
域
住
民
・
患
者
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

ま
た
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
と
さ
れ
た
医
薬
品
の

保
険
外
し
の
問
題
や
、
病
院
・
診
療
所
の
経
営
危

機
に
つ
い
て
も
紹
介
。
医
療
の
抱
え
て
い
る
問
題

を
患
者
・
市
民
の
方
々
と
共
有
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
市
民
か
ら
は
「
震
災
当
時
は
東
北
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
継
続
し
た
取
り
組

み
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
当
時
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
」
「
チ
ラ
シ
を
見
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
方
々

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
気
に
な
っ
て
初
め
て
参
加
し

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

賑わいを見せる「かけあしの会」

東北物産の販売(上)／能登半島・

ウクライナの作品展示・販売(中)

／ガザのいまを伝えるパネル展示

(下)

丸山美和さんがウクライナと

避難民のリアルな状況を話した

ウクライナから隣国ポーランドなど

に避難しているアーティストの絵画

やアクセサリーが展示された

第
18
回
被
災
地
交
流

物
品
／
物
産
展


